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研修会企画書

広島県作業療法士会

事業部就労支援担当



広島県作業療法士会事業部就労支援担当
の活動目的と活動内容

1. 就労支援に関する情報の集約（就労支援を
している県内作業療法士の現状の把握）
•各地区にいる就労支援担当部員による情報交換
（今年度2回実施）。

2.県内作業療法士のネットワークを構築（ネッ
トワークへのアクセス方法の検討）

3.就労支援に関しての相談窓口の構築
•来年度に構築できるように作成中。

4.広島県就労支援実践者マップや就労支援に
関する研修会の開催



障害者の働く支援の機会と場
としての医療機関

•令和6年度の障害者雇用率の段階的な引き上げ
例）200名の従業員（雇用保険加入者）がいる企業では…

• 2.3％=4名以上 2.5%=5名以上 2.7%

• の短時間勤務（週20時間以上30時間以下）の身体障害
者、知的障害者は1人を0.5人としてカウント。

• 短時間勤務で重度身体障害、重度知的障害のある人を
雇用した場合は1人当たり1人としてカウント

•令和7年度の除外率算定の引き下げ







•医療業は30%→２０％へ

•つまり200名従業員のいる病院では…

•現在：200名の30%除外=140名×2.3%

=3.2名

•令和7年度：200名の20%除外=160名×2.5%

=4.0名

•短時間雇用では1名雇用=0.5カウントなので8名雇
用が必要。

• 20名の職場に1名の雇用。

•厨房・清掃など外注している病院では本体業務での
障害者雇用が必要となってくる。



今回の研修の目的
• 両立支援とは、治療をしながらも仕事の場を同一医療
機関内で提供し、治療と就労を両立しながら支援をし
ていくものである。

• 作業療法士は、クライエントの作業分析や職業準備性
を評価し、介入できる専門職である。専門性から、医療
機関の中でも両立支援の中核を担える立場にあるとい
える。

• 今回、先進的に取り組んできた中国労災病院治療就労
両立支援センター所長である豊田章宏先生をお招きし、
概念を学び、具体的な取り組みをしている作業療法士
の実践報告を聴講し、障害者雇用の役割をとっていけ
るように知識の研鑽のために実施する。



戦力としての障害者雇用

•数合わせの障がい者雇用ではない。

•経営的な視点や人材戦略の一部として、組織に貢
献する業務を障がいのある従業員に担ってもらう
ことを目指す。

•医療機関と作業療法と障害者雇用。

•どの地域に行っても「介護」「福祉」「医療」「子育て
支援」の求人数は多い。

•いずれの業界も作業療法士が関わるじゃないか！

•今回の研修のテーマ。



本日の研修会の予定

• 10時：挨拶など（5分）

• 10時05分：豊田章宏先生の講演（60分）

• 11時05分：実践報告
① 中国労災病院 富永雅子先生（15分）
② 大田記念病院 山本恵子先生（15分）

• 11時35分：休憩（10分）

• 11時45分：グループディスカッション（30分）

• 12時15分：グループディスカッションの報告（10
分）

• 12時25分：まとめ（20分）

• 12時45分：終了
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